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管理部門担当者様にとって注目のテーマに気づきをお届けする

2021 8/1

副
業
・
兼
業
の
現
状

12
0
1
8
年
1
月
に
、厚
生
労
働
省
は
『
副
業
・

兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
公
表

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

環
境
も
後
押
し
し
、
我
が
国
で
は
副
業
・
兼
業
が

広
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
副
業
と
兼
業

の
法
律
上
の
明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
は
、
原
則
と
し
て
本
業
の
他
、
別
の
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
を
「
副
業
」
と
記
載
し
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
副
業
の
現
状
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。2

0
1
7
年
に
お
い
て
副
業
を
し
て
い
る
人

の
割
合
は
7
・
2
％
で
し
た
（『
副
業
・
兼
業
に

関
す
る
デ
ー
タ
（
複
数
就
業
者
に
つ
い
て
の
実
態

調
査
）』
独
立
行
政
法
人　

労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
）。
2
0
2
0
年
に
は
9
・
7
％
と
上
昇

し
て
い
ま
す
（『
副
業
・
兼
業
に
係
る
実
態
把
握

の
内
容
等
に
つ
い
て
』
厚
生
労
働
省
）。
ま
た
、

副
業
を
し
て
い
る
9
・
7
％
の
人
た
ち
の
、
本
業

の
業
種
は
、
自
由
業
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
（
独
立
）・

個
人
請
負
が
29
・
8
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
ア
ル

バ
イ
ト
は
13
・
5
％
、
契
約
・
嘱
託
社
員
は
10
・

4
％
、
正
社
員
は
5
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
裁
判
例
に
よ
る
と
、
企
業
は
労

働
者
の
自
由
な
時
間
に
他
の
仕
事
を
す
る
こ
と
を

規
制
で
き
な
い
と
し
て
い
ま
す
（
マ
ン
ナ
運
輸

事
件
（
京
都
地
判
平
成
24
年
7
月
13
日
）
な
ど
）。

な
お
、
副
業
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
使
用
者
に
対

す
る
労
務
の
提
供
が
不
能
ま
た
は
不
完
全
に
な
る

よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
り
、
使
用
者
の
企
業
秘
密

が
漏
洩
す
る
な
ど
経
営
秩
序
を
乱
す
事
態
が
生
じ

た
り
す
る
場
合
に
お
い
て
の
み
、
例
外
的
に
就
業

規
則
を
も
っ
て
兼
業
を
禁
止
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
も
判
旨

に
あ
り
ま
す
の
で
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
れ
ば
副

業
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
理
由
も
な

く
一
概
に
副
業
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て
い
ま
す
。副

 

業

 
の
 

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

2副
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
視
点
と
労
働
者
の
視
点
か
ら
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■ 

企
業
の
側
か
ら
考
え
る
メ
リ
ッ
ト

�

労
働
者
が
社
内
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
・
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

�

労
働
者
の
自
律
性
・
自
主
性
を
促
す
こ
と
が
で

き
る

�

優
秀
な
人
材
の
獲
得
や
流
出
防
止
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
競
争
力
が
向
上
す
る

�

労
働
者
が
社
外
か
ら
新
た
な
知
識
・
情
報
・
人

脈
を
得
る
こ
と
で
、
事
業
機
会
の
拡
大
に
つ
な

が
る
。

Vol.29

副業解禁副業解禁
中堅・中小企業に中堅・中小企業に
副業がもたらすメリット・デメリット 副業がもたらすメリット・デメリット 
「働き方改革実行計画」による副業解禁の動向が見られます。社外の新しい知識を取「働き方改革実行計画」による副業解禁の動向が見られます。社外の新しい知識を取
り込むことでイノベーションが生まれ、働き方が多様化された結果、本業の離職率もり込むことでイノベーションが生まれ、働き方が多様化された結果、本業の離職率も
低下することなども見込まれます。実際に副業を解禁するにはどのような手順が必要低下することなども見込まれます。実際に副業を解禁するにはどのような手順が必要
になるのかも含めて、假谷美香特定社会保険労務士にご解説いただきます。になるのかも含めて、假谷美香特定社会保険労務士にご解説いただきます。

特定社会保険労務士
人事コンサルタント�

假谷 美香�氏
“日本企業にやりがいと生きがいを
もったビジネスパーソンを増やす”
をミッションに、日夜、管理職研修、
教育制度の策定などを通してハラ
スメントの撲滅に努めている。

管理部門注目のイベント
2021年8月

1日	 	健康保険法等の一部改正（夫婦共同
扶養の場合における被扶養者の認定につい
て）�厚生労働省�

薬機法の一部改正（課徴金制度の導入
など）�厚生労働省�

水の日�国土交通省

8日	 山の日 環境省

10日	道の日 国土交通省

15日 終戦の日
27日	全国一斉「子どもの人権110番」 
 強化週間（〜9月2日）　法務省

30日	防災週間（〜9月5日）
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■ 

企
業
の
側
か
ら
考
え
る
デ
メ
リ
ッ
ト


労
働
時
間
の
把
握
・
管
理
に
負
担
が
か
か
る


割
増
賃
金
の
負
担
が
増
え
る


労
働
者
の
健
康
管
理
へ
の
対
応
が
増
え
る


情
報
漏
洩
な
ど
の
秘
密
保
持
義
務
や
競
業
避
止

義
務
の
遂
行
の
管
理
が
難
し
く
な
る


職
務
専
念
義
務
の
管
理
が
難
し
く
な
る

■ 

労
働
者
の
側
か
ら
考
え
る
メ
リ
ッ
ト


本
業
で
は
得
ら
れ
な
い
、
ス
キ
ル
や
経
験
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ


所
得
が
増
え
る


本
業
を
続
け
つ
つ
、
将
来
の
起
業
・
転
職
に
向

け
た
準
備
が
で
き
る

■ 

労
働
者
の
側
か
ら
考
え
る
デ
メ
リ
ッ
ト


健
康
管
理
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
労

働
時
間
が
長
く
な
る
た
め
）


本
業
の
職
務
専
念
義
務
を
果
た
す
意
識
を
今
ま

で
以
上
に
持
つ
必
要
が
あ
る


秘
密
保
持
義
務
・
競
業
避
止
義
務
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る

厚
生
労
働
省
は
、『
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
お
い
て
、
労
働
者
に
副

業
を
さ
せ
る
企
業
に
次
の
５
つ
の
対
応
を
求
め
て

い
ま
す
。

① 

安
全
配
慮
義
務

　

副
業
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
の
防
止

② 

秘
密
保
持
義
務

　

�

副
業
に
よ
る
業
務
上
の
秘
密
な
ど
の
漏
洩

の
防
止

③ 

誠
実
義
務

　

�

副
業
に
よ
る
企
業
の
名
誉
・
信
用
毀
損
の
防
止

④ 

競
業
避
止
義
務

　
�

副
業
に
よ
る
企
業
の
競
合
す
る
業
務
実
行

の
防
止

⑤ 

副
業
の
禁
止
ま
た
は
制
限

　

�

裁
判
例
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
勤
務
時
間
外

の
時
間
を
企
業
が
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
て
い
る
が
、
合
理
的
な
理
由
（
※
）
が
あ

る
場
合
は
、
就
業
規
則
に
記
載
を
す
る
こ
と

※
合
理
的
な
理
由
の
例

①
労
務
提
供
上
の
支
障
が
あ
る
場
合

②
業
務
上
の
秘
密
が
漏
洩
す
る
場
合

③�

自
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な
う
行
為
や
信
頼
関

係
を
破
壊
す
る
行
為
が
あ
る
場
合

④�

競
業
に
よ
り
自
社
の
利
益
が
害
さ
れ
る
場
合

企
業
は
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

十
分
精
査
し
た
う
え
で
、
今
後
の
方
向
性
を
決
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

副

 

業

 

に

 

お

 

け

 
る
 

労
働
時
間
の
考
え
方

3労
働
基
準
法
第
38
条
第
1
項
に
お
い
て
「
労

働
時
間
は
、
事

業
場
を
異
に
す

る
場
合
に
お
い

て
も
、
労
働
時

間
に
関
す
る
規

定
の
適
用
に
つ

い
て
は
通
算
す

る
」
と
さ
れ
、

「
事
業
場
を
異

に
す
る
場
合
」

と
は
「
事
業
主

を
異
に
す
る
場

合
も
含
む
」（
労

働
基
準
局
長
通
達
（
昭
和
23
年
5
月
14
日
付
け
基

発
第
7
6
9
号
））
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
企
業
が
副
業
を
認
め
た
場
合
、
自
社

の
労
働
者
が
他
社
で
労
働
す
る
際
に
は
、
労
働
時

間
を
通
算
し
て
、
割
増
賃
金
の
計
算
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
労
働
時
間
が
通
算
さ
れ
る
場
合
と
は
、

あ
く
ま
で
も
「
労
働
基
準
法
に
お
い
て
労
働
時
間

規
制
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
」
と
な
り
ま
す
。

労
働
時
間
が
通
算
さ
れ
な
い
対
象
者
を
、
図
表

1
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

副
業
導
入
の
流
れ

4副
業
を
導
入
す
る
際
は
、
図
表
２
の
流
れ
で
行

う
と
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
ま
す
。

S
T
E
P
1
　
就
業
規
則
な
ど
の
整
備

厚
生
労
働
省
は
『
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
お
い
て
、「
裁
判
例
を
踏

ま
え
れ
ば
、
原
則
、
副
業
・
兼
業
を
認
め
る
方
向

で
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
」と
し
て
い
ま
す
。よ
っ

て
、
現
状
、
就
業
規
則
に
お
い
て
副
業
を
一
律
許

可
制
に
し
て
い
る
場
合
は
、
認
め
る
方
向
性
で
、

就
業
規
則
を
見
直
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

左
記
は
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
就
業
規
則
の
条

文
で
す
。
あ
く
ま
で
も
一
例
で
あ
り
、
企
業
の
文

化
や
労
務
管
理
の
考
え
方
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
を

し
て
く
だ
さ
い
。

（
副
業
・
兼
業
）

第
68
条 　

労
働
者
は
、
勤
務
時
間
外
に
お

い
て
、
他
の
会
社
等
の
業
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２　

会
社
は
、
労
働
者
か
ら
の
前
項
の
業

務
に
従
事
す
る
旨
の
届
出
に
基
づ
き
、
当
該

労
働
者
が
当
該
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ

り
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

① 

労
務
提
供
上
の
支
障
が
あ
る
場
合

② 

企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る
場
合

③    

会
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な
う
行
為

や
、
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為
が
あ

る
場
合

④  

競
業
に
よ
り
、
企
業
の
利
益
を
害
す
る

場
合

S
T
E
P
2
　
副
業
に
関
す
る
届
出

就
業
規
則
に
お
い
て
副
業
を
届
出
制
に
し
た
場

合
は
、
労
働
者
か
ら
届
出
書
を
受
領
し
、
副
業
先

の
情
報
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
出
書

の
内
容
に
は
、
S
T
E
P
3
で
確
認
す
る
事
項

の
記
載
を
求
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

出典：�「副業・兼業の促進に関するガイドライン�わかりやすい解説」厚生労働省

労働基準法が
適用されない場合

フリーランス、独立、起業、共
同経営、アドバイザー、コンサ
ルタント、顧問、理事、監事等

労働基準法上の
労働時間規制が
適用されない場合

農業・畜産業・養蚕業・水産業、
管理監督者・機密事務取扱
者、監視・断続的労働者、高度
プロフェッショナル制度対象者

出典：�「副業・兼業の促進に関するガイドライン」厚生労働省より筆者一覧表
作成

制度導入 STEP 1 就業規則などの整備

副業
開始前

STEP 2 副業に関する届出

STEP 3 副業の内容の確認

STEP 4
所定労働時間の通算
あるいは
管理モデルの導入

副業中
STEP 5

所定労働時間の通算
あるいは
管理モデルの実施

STEP 6 健康管理の実施

図表1  労働時間を通算する必要のない対象者

図表2  副業導入の流れ
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S
T
E
P
3
　
副
業
の
内
容
の
確
認

確
認
す
べ
き
内
容
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
観

点
か
ら
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、


労
働
者
の
安
全
や
健
康
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

か
（
労
働
日
数
や
労
働
時
間
な
ど
）


企
業
が
禁
止
・
制
限
し
て
い
る
も
の
に
該
当
し

な
い
か（
事
業
内
容
、従
事
す
る
業
務
内
容
な
ど
）

で
す
。

右
記
の
観
点
か
ら
、
確
認
す
べ
き
事
項
を
図
表

3
に
ま
と
め
ま
し
た
。

副
業
の
内
容
を
確
認
し
問
題
が
な
け
れ
ば
、
副

業
を
始
め
る
前
に
、
労
働
者
と
合
意
書
を
取
り
交

わ
し
て
お
く
と
、
労
使
と
も
に
安
心
し
て
副
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

S
T
E
P
4
　
所
定
労
働
時
間
の
通
算
　

あ
る
い
は
管
理
モ
デ
ル
の
導
入

◎
所
定
労
働
時
間
の
通
算

「
３ 

副
業
に
お
け
る
労
働
時
間
の
考
え
方
」
で

説
明
し
た
よ
う
に
、
勤
務
先
が
違
っ
て
も
労
働
時

間
を
、
通
算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
者
が
副
業
を
行
う
場
合
、

労
働
時
間
を
通
算
し
、
法
定
時
間
外
労
働
が
発
生

す
る
か
否
か
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
割
増
賃
金

を
支
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方
と
し
て
は
、
後
か
ら
労
働
契
約
を
締
結

し
た
企
業
が
自
社
の
36
協
定
（
労
働
基
準
法
36
条

に
基
づ
く
労
使
協
定
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
、
そ
の
時
間
外
労
働
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

通
算
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
図
表
4
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
管
理
モ
デ
ル
の
導
入

管
理
モ
デ
ル
と
は
、
労
働
者
が
副
業
を
始
め
る

際
に
、
自
社
と
副
業
先
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
定
労

働
時
間
と
法
定
外
労
働
時
間
の
上
限
を
決
め
て
、

そ
の
範
囲
で
働
く
と
い
う
制
度
で
す
。

毎
月
、
本
業
と
副
業
先
の
企
業
が
労
働
時
間
を

通
算
し
て
計
算
を
す
る
の
で
は
、
労
働
者
も
企
業

も
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
厚
生
労
働

省
が
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
発
表
し
ま
し
た
。

管
理
モ
デ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
表
5
の
と
お
り

で
す
。

S
T
E
P
5
　
所
定
労
働
時
間
の
通
算

あ
る
い
は
管
理
モ
デ
ル
の
実
施

副
業
が
始
ま
っ
た
ら
、
S
T
E
P
4
で
定
め

た
通
算
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
運
用
を
し
て
く
だ
さ

基本的な 
確認事項

①副業先の事業内容

②�副業先で労働者が従事する�
業務内容

③�労働時間通算の対象となるか�
否かの確認

労働時間通算の
対象となる場合
に確認する事項

④�副業先との労働契約の締結日、
期間

⑤�副業先での所定労働日、�
所定労働時間、始業・終業時刻

⑥�副業先での所定外労働の有無、
見込み時間数、最大時間数

⑦�副業先における実労働時間など
の報告の手続き

⑧�これらの事項について確認を�
行う頻度

図表4 所定労働時間通算の考え方

図表5 管理モデルイメージ

図表3 副業・兼業の内容確認事項一覧

企業A：時間的に先に労働契約を締結、所定労働時間１日５時間（7:00～12:00）
企業B：時間的に後に労働契約を締結、所定労働時間１日４時間（14:00～18:00）

企業A：時間的に先に労働契約を締結、所定労働時間１日５時間（14:00～19:00）
企業B：時間的に後に労働契約を締結、所定労働時間１日４時間（8:00～12:00）

→企業Bに、法定時間外労働が１時間発生します。（５時間＋４時間-８時間=１時間）

→企業Bに、法定時間外労働が１時間発生します。（５時間＋４時間-８時間=１時間）

0時 7時 12時 14時 17時 18時 24時

0時 8時 12時11時 14時 19時 24時

企業A企業B

企業A 企業B

例１

例２

通算して適用される時間外労働の上限規制（月100時
間未満、複数月平均 80時間以内の要件）を厳守する
必要があることから、これを超過しない範囲内で設定

Bに36協定がある場合、
36協定の範囲で副業・
兼業可能

A割増賃金は、Aにおける
現在の取扱いにあわせ、
所定超or法定超に支払う

Bに36協定がなくても
この範囲で副業・兼業可能

Bに36協定がある場合、
36協定の範囲で副業・兼業可能

A所定労働時間 A所定労働
時間外 B労働時間

B割増賃金

B割増賃金

法定労働時間

OR 

A所定労働時間

A所定労働時間

B労働
時間

B労働時間

法定労働時間

Aに所定労働時間外労働がある場合
（A・Bで所定外労働が発生しうる場合に、
互いの影響を受けないようあらかじめ枠を
設定）

Aに所定労働時間外労働がない場合

※上図で示している時間外労働の上限規制（月100時間未満、複数月平均 80時間以内）は、あくまでも法律
上の上限です。実際の副業・兼業によって、労働時間を通算して法定労働時間を超える場合には、長時間の
時間外労働とならないようにすることが望ましいです。

※上図は、Aに所定労働時間外労働がない場合のイメージですが、Aが法定労働時間の範囲内で所定労働時
間外労働の上限を設定するような場合においても、同様の考え方で対応することが可能です。

出典：『副業・兼業の促進に関するガイドライン　わかりやすい解説』厚生労働省

出典：『副業・兼業の促進に関するガイドライン　わかりやすい解説』厚生労働省
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い
。
管
理
モ
デ
ル
を
導
入
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
社
の
労
働
時
間
の
上
限
の
枠
内
で
、

労
働
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

S
T
E
P
6
　 

健
康
管
理
の
実
施

企
業
は
安
全
配
慮
義
務
の
観
点
か
ら
も
、
労
働

者
が
健
康
に
支
障
を
き
た
し
て
い
な
い
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

な
お
、
労
働
安
全
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

健
康
診
断
や
長
時
間
労
働
者
に
対
す
る
面
接
指
導

に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
各
事
業
所
で
実
施
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
副
業
先
の
労
働
時
間
は
通
算

さ
れ
ま
せ
ん
。副

業
に
関
わ
る

そ
の
他
の
制
度
に
つ
い
て

5
◎
労
災
保
険
に
つ
い
て

副
業
の
普
及
に
伴
い
、
2
0
2
0
年
に
労
災

保
険
も
変
わ
り
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
事
業
所
の
賃
金
も
合

算
し
て
、
労
災
保
険
給
付
の
金
額
を
算
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
数
事
業
所
で
働

い
て
い
る
場
合
、
そ
の
就
業
先
の
業
務
上
の
負
荷

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
労
災
認
定
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

な
お
、会
社
間
の
移
動
の
途
中
、災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
は
通
勤
災
害
と
し
て
労
災
保
険
給
付
の
対

象
と
な
り
、
終
点
の
会
社
の
保
険
を
使
用
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
雇
用
保
険
に
つ
い
て

雇
用
保
険
に
つ
い
て
、
以
下
の
2
つ
の
条
件
で

働
く
労
働
者
は
、
雇
用
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

①
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
未
満

② 

継
続
し
て
31
日
以
上
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
な
い

複
数
事
業
所
の
労
働
時
間
を
通
算
し
て
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
仮
に
1
つ
の
企
業

で
1
日
4
時
間
週
3
日
合
計
12
時
間
、
も
う
１
つ

の
企
業
で
1
日
5
時
間
週
3
日
合
計
15
時
間
、
働

く
場
合
は
、
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

◎ 

社
会
保
険
（
厚
生
年
金
保
険
、
健
康
保
険
）

に
つ
い
て

社
会
保
険
も
雇
用
保
険
と
同
様
、
事
業
所
ご

と
に
加
入
要
件
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
複
数
の
会
社
で
勤
務
す
る
労
働
者
が
、

い
ず
れ
の
会
社
で
も
加
入
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
は
、
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
で
加
入
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
い

ず
れ
か
の
会
社
を
１
つ
選
び
合
算
し
て
保
険
料
を

支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

6労
働
諸
法
令
に
関
す
る
制
度
も
、
副
業
し
や
す

い
よ
う
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

優
秀
な
人
材
の
確
保
、
あ
る
い
は
企
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
助
を
目
的
と
し
て
、
副
業
制
度

を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
１
つ
の
選
択
肢
と
な
り
ま

す
。
下
に
実
際
に
副
業
導
入
し
た
企
業
の
事
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

副業・兼業の目的
もともと、父親がおこなっていた家業を（休日のみ）手伝っ

ていたが、父親が体調を崩し入院。本業を続けながら、より

多くの家業への支援が必要となり、株式会社フューチャース

ピリッツの「働かない制度」（平日の業務時間中に、月間最

大20時間を本業以外の時間に投入できる）を活用すること

に決めた。

副業・兼業のメリット｠
以前は自分の本業である「エンジニア目線」、一部署に所

属する「社員目線」で仕事をしていたが、副業では、契約書

類の作成や弁護士との調整など、本業とは全く違う業務内容

を経験することで、一社員の目線だけでなく、経営者側の目

線や視点もある程度理解しながら、広い視野を持って仕事に

取り組むことができるようになった。

副業・兼業にあたって留意していること｠
自分自身の副業が本業に影響しないように、業務のスケ

ジュールを調整している。 

「副業・兼業」事例紹介「副業・兼業」事例紹介

出典：「副業・兼業の事例」（厚生労働省）https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000213521.pdf

副業を通じて、「経営者の目線」も理解して仕事に取り組めるように

プロフィール 仕事1の内容

仕事2の内容

39歳 株式会社フューチャースピリッツ｠
アプリケーションエンジニアとして、自社サービスの開発・運用をおこなっている

実家の家業支援


